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研究の概要 

保育者養成校における実務家教員の担う役割 

本研究では全国の指定保育士養成校を対象にアンケート調査を実施し、保育者養成校における実務家教員

の実態を明らかにすることを目的とした。514校に調査を依頼し、103校から回答を得た（回答率 21％）。回

答校の内訳は、4 年制大学と短期大学がほぼ半数ずつであり、専門学校からの回答は少数にとどまった。専

任教員に占める実務家教員の人数は 1名から 10名以上と幅があり、年齢構成は 50代、60代が多く、次いで

40 代であった。保育者としての実務経験年数は 5～9年が最も多く、次いで 20～29年、15～19年となり、養

成校教員として一定程度の現場経験が求められている実態がうかがえた。 

 

業務遂行上の困難については、研究活動において「困っている」と回答した割合が 40％を超えた。一方で、

授業や学生指導、保護者対応については、「問題はない」とする回答が 6割以上を占め、実務家教員がこれま

で培ってきた現場経験が、養成校教育において有効に生かされていることが示された。実務と研究という性

質の異なる業務を並行して担うことの難しさとともに、実務家教員ならではの強みも浮かび上がる結果であ

った。 

 

今後は、本調査を基礎資料として、実務家教員個々のキャリア形成や、養成校が実務家教員に期待する役

割について、質的調査も含めた検討を進めていきたい。 

実務家教員の存在は実学へ直結すると考えられる。実務家教員がその力を発揮し、強みを活かす環境とは

どのようなものであるか明らかにしていきたい。 

本研究は 2024年度 日本保育者養成教育学会の助成を受けて実施した。 

 

https://researchers.thu.ac.jp/thu/detail.html?systemId=10344797f02b1e5f520e17560c007669&lang=ja&st=researcher

